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本研究の目的はミュージアムでの解説行動における配慮の行われ方を明らかにすること

である。自己と他者の 2 人、あるいはそれ以上の人間が顔を合わせる（出会う）ときに生

じるのが配慮である。配慮には、親密な仲にある者同士よりも距離を持った間柄のほうが、

また参与者が一対一で向き合っている場面よりも参与者が複数人いる場面のほうがより多

く用いられるといった特徴がある。ある一つの発言をするにしても、その発言を投げかけ

る相手のことが良く分かっていなければ、その発言が相手に及ぼす影響の度合いが分かり

かねるので、言葉を慎重に選ぶ必要がある。また、その発言を評価するものが 1 人の場合

より、複数いる場合の方が評価をする者が増えるので、発言をする者とその言葉を投げか

けられた者の体面を保つことが困難になる。  
本研究では、他者への配慮がある程度明示的に行われている様を研究するために、ミュ

ージアムという公共の場所をフィールドとして、そこで行われているギャラリー・トーク

を分析した。ミュージアムにおける解説は一般的に解説者とはほとんど面識のない複数人

の観客を相手に行うものである。また、その解説はトークへの参加者だけでなく、その周

りを行きかう他の客にも開かれている。ゆえに、ミュージアムにおける解説行動は、一般

的な会話に比べ配慮が頻繁に行われているものと考えられる。本研究では、特に、解説に

おける質問場面に焦点を絞って分析を試みた。質問場面は、相手との相互行為が明示的に

表れる場面であると同時に、質問そのものが相手を試すこと、場合によっては脅威にもな

りうる場面でもあるため、話し手と受け手の双方の動作の中で配慮がより明示的になされ

ていると考えたからである。また、本研究では、質問場面における会話を分析するだけで

なく、話し手と受け手の視線配分の用いられ方にも焦点を当てる。会話に見られる配慮は、

一般的に意識的に行われるものである。一方、視線を配るという動作は、意識的に行うも

のではなく、無意識的に行われることが多い。特に、配慮を表す行為の手段として、意識

的に視線配布を用いようとはあまりしない。配慮に関しての従来の研究は、言語レベルで

の研究が主であった。本研究では、視線というジェスチャーも研究の対象とすることによ

り、より広い視野での配慮の研究を試みる。分析を行う上での方法論として、量的分析で

はなく質的分析を中心的な議論として扱う。質的分析のうち、言語レベルでの分析には会

話分析を、身体レベルの分析にはエスノメソドロジーによる相互行為分析を用いて議論す

ることとする。  

 


